


発刊にあたって

「ディスカバー農山漁村（むら）の宝」は、内閣
官房及び農林水産省が、「強い農林水産業」、「美
しく活力ある農山漁村」の実現のため、農山漁村の
有するポテンシャルを引き出すことにより地域の活
性化、所得向上に取り組んでいる優良な事例を選定
し、全国への発信を通じて他地域への横展開を図る
もので、今年度（令和４年度）で９回目となります。

中国四国農政局管内では177件の応募があり、
「ディスカバー農山漁村（むら）の宝」として９地
区と１名が選定されました。

さらに、中国四国農政局では、応募のあった地区
（者）の中から、他の地域の参考となるような優良
な事例を、「中国四国農政局『ディスカバー農山漁
村（むら）の宝』」として９地区を選定するととも
に、今後の活躍が期待できる事例を、「奨励賞」と
して28地区と２名を選定しました。

また、今年度応募のあった地区（者）の事例につ
いて、その地域の「農山漁村（むら）の宝」として
広く発信するとともに、身近な地域の取組として紹
介するため、県別の事例集を作成しました。
各地域において参考にしていただき、農山漁村や

農林漁業への関心を深めていただくきっかけになれ
ば幸いです。

※「ディスカバー農山漁村（むら）の宝」の情報は、中国四国農政局のホーム

ページをご覧ください。

http://www.maff.go.jp/chushi/nouson/kaseika/discover.html

令和５年３月

中国四国農政局農村振興部

http://www.maff.go.jp/chushi/nouson/kaseika/discover.html
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「ディスカバー農山漁村（むら）の宝」について 

 

「ディスカバー農山漁村（むら）の宝」とは、「強い農林水産業」、「美しく活力ある農山漁村」の

実現に向けて、農山漁村の有するポテンシャルを引き出すことにより地域の活性化、所得向上に取

り組んでいる優良事例を選定し、全国へ発信するものです。  

 

１．「ディスカバー農山漁村（むら）の宝」（第９回選定） 

今回の「ディスカバー農山漁村（むら）の宝」（第９回選定）では、令和４年６月 16 日から８月

26 日までに、農山漁村活性化の取組として全国から 616 件（管内からは 177 件）の応募があり、令

和４年 11月７日に総理大臣官邸で開催された「ディスカバー農山漁村（むら）の宝」（第９回選

定）有識者懇談会において、団体部門（ビジネス・イノベーション部門及びコミュニティ・地産地

消部門）で 33 地区と個人部門で４名が「ディスカバー農山漁村（むら）の宝」として選定されまし

た。 

中国四国農政局管内からは９地区と１名が選定され、その中から優秀賞のビジネス・イノベーシ

ョン部門に高知県四万十町の「株式会社四万十ドラマ」、優秀賞のコミュニティ・地産地消部門に岡

山県岡山市の「瀬戸内かきがらアグリ推進協議会」、優秀賞の個人部門に島根県奥出雲町の「大石亘

太」、特別賞に鳥取県鳥取市の「NPO 法人 bankup」、徳島県海陽町の「株式会社リブル」、高知県高知 

市「高知商業高等学校ジビエ商品開発・販売促進部」が選定されました。  

 

                

 

２．中国四国農政局「ディスカバー農山漁村（むら）の宝」 

中国四国農政局では、管内で応募のあった177件の中から、他地域の参考となるような優れた地域

活性化の事例を「中国四国農政局『ディスカバー農山漁村（むら）の宝』」として広く発信するた

め、令和４年10月20日、中国四国農政局において選定委員会を開催し、９地区を選定しました。 

また、今後の活躍が期待できる事例を奨励賞として28地区と２名を選定しました。 

 

 

 

 

 

 

 
中国四国農政局「ディスカバー農山漁村（むら）の宝」 

オリジナルロゴマーク 

「ディスカバー農山漁村（むら）の宝」ロゴマーク 
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３．管内選定地区（者）の概要 

（１） 全国版選定（ディスカバー農山漁村（むら）の宝（第９回選定）） 

 

NPO 法人 bankup（鳥取県鳥取市） 特別賞 

●大学生ボランティアの農村への派遣を 20 年以上継続して実施。 

●交流企画や地域産品の加工販売を行う「農村 16 きっぷ」や米の生産から

販売まで行う「田舎応援戦隊三徳レンジャー」等、地域活動のプロジェクト

をおもしろいネーミングで運営。 

 

 

大石 亘太（島根県奥出雲町） 優秀賞 

●牛の放牧が創り出す風景に憧れて牧場として省力的に山を管理し、多目的

に利用できるフィールドとして整備するとともに、小頭数飼育により適正量

の堆肥を土地に還元。 

●バター作り体験などの観光メニューを提供するとともに、地域の保育園、

幼稚園及び小学校の校外学習や遠足を受け入れ、「牛のいる風景」を解放。 

 

 

瀬戸内かきがらアグリ推進協議会（岡山県岡山市） 優秀賞 

●漁業関係者のみならず地域としての処理課題であった瀬戸内海で水揚げ

された牡蠣の殻を加工粉砕して、農畜産物の生産・飼育に活用した農業を

実施。 

●牡蠣殻を農業者の手によって資源循環させた農畜産物を生産し、「里海

米」など生産物に「里海」を冠してブランディング。 

 

 

上籾みろく農場協議会（岡山県久米南町） 

●耕作放棄地が目立っていた上籾地区中央の棚田を企業と共同で復元。継

続して棚田の管理と農作業を実施。 

●復元した棚田を見渡せる古民家カフェを運営。地元の農産物を使ったメ

ニューを開発・提供するとともに、手作りの特産品や棚田米、オリジナル

商品を販売。 

 

 

川西自治連合会（広島県三次市） 

●人口減少・高齢化とともに地域内産業が衰退。住民出資の地域運営株式

会社と、地区全体で構成する自治連合会の２層構造により、農地・農業を

守り、雇用を創出し、地域内経済循環を形成。 

●少量多品目の農産物でも収益があげられるように、農村型コンビニを中

心に、産直市、農産加工品販売、軽食堂部門を併設した、地域生活交流拠

点「川西郷の駅」を運営。 

 

 

 

学生ボランティアの様子 

来場者に牛の説明をする大石氏 

地域と共に開催した 

郷の駅感謝祭 

全国で排出される年間の

牡蠣殻は約 16 万トン 

棚田が見渡せる古民家カフェ 

（棚田テラス「籾庵」） 
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かみかつ棚田未来づくり協議会（徳島県上勝町） 

●過疎高齢化のため、単一地区での棚田保全・活性化活動の推進は困難な

ため、４地区で連携して活動。コロナ禍で、オンラインでの交流を行う

「棚田ウェブ談議所」を開催し、町内外の人材と関係を構築。 

●オンラインとリアル交流による「全国キッズ交流」、「オンライン産直市

交流」と、これらの活動の発展系として「美しい村24時間オンラインライ

ブ」を開催。 

 

 

株式会社リブル（徳島県海陽町） 特別賞 

●牡蠣の養殖で、データやアプリを活用して養殖技術の見える化を図り、

養殖技術支援と強い種苗の生産の新規産業を創出。 

●IT 技術を駆使した新たな水産業への理解醸成に向けて、小学校などの教

育現場への出前授業や漁場案内等を実施。 

 

 

株式会社山南営農組合（香川県三木町）  

●効率的な農業の推進や地域の魅力を県内外に伝えることを目的に設立。

地域のブランド米「小簔（こみの）米」の生産・販売等を実施。 

●産直、レストランのほか、昔ながらの田舎暮らしが体験できる農家民宿

を開業。学生や地域おこし協力隊とも連携した取組を展開。 

 

 

高知商業高等学校ジビエ商品開発・販売促進部（高知県高知市） 特別賞    

●地域課題である鳥獣被害の解決に向け、高校生が地元のシカやイノシシ

肉を原料として商品開発を行い、販売。 

●クラウドファンディングによって森林保護活動の資金を調達し、返礼品

としてジビエ商品を活用。 

 

 

株式会社四万十ドラマ（高知県四万十町） 優秀賞 

●「四万十川に負担をかけないものづくり」をコンセプトに地域の６次産

業化に取り組む「地域商社」を実現。 

●「しまんと地栗工場」の建設により以前の約５倍の製造体制が整い、地

域の雇用の場となっている。栗の新植、芋の作付面積を拡大する取組等を

開始。 

 

  

高校生ジビエ・レストラン 

地元農産物を提供する 

農村レストラン 

地元の学生の漁場見学を毎年受入 

高知県版 HACCAP を取得した工場 

棚田ウェブ談義所 
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（２）地方版選定（中国四国農政局「ディスカバー農山漁村（むら）の宝」） 

 

株式会社 ｐｃｂ（鳥取県南部町） 

●「ジェラートで地域おこし」を目標に、地域の小規模農家からその日に

販売する分だけの農産物を買い取り、ジェラートに加工して販売。 

●コロナ禍で来店が難しいという声があり、移動販売車を導入。 

●週に 1 回、地元ラジオ局の「ジェラテリアお千代さん」というコーナー

で、旬の農作物の話題、地域の話題などを発信。 

 

 

社会医療法人正光会 さんさん牧場（島根県益田市） 

●引退後の競走馬の貴重な受け皿となり、乗馬やセラピー、馬事文化の継

承として流鏑馬神事に参加するなど様々な活動を行う。 

●農福連携として、同法人Ｂ型事業所と市内の卸売業者と連携した「農・

商・福連携事業」を実施。障害者の社会参加や地産地消の推進に貢献。 

●有機質が多い馬糞を活用した循環型農業を実施。 

 

 

おかき戦隊瀬戸南じゃ～（岡山県岡山市） 

●学生が有機農法で育てたもち米と地域の特産品を使い新商品「瀬戸南お

かき」を開発。 

●カラフルなつなぎで地域イベントに参加し、販売活動を行うとともに、

地域特産品の宣伝にも取り組む。 

 

 

広島みはらプリンプロジェクト実行委員会（広島県三原市） 

●広島みはらプリンで三原のまちと食材の付加価値向上や地域経済循環を

図り、全国へ発信。「三原の食材を一つ以上使用」「三原を応援する人

（店）」が作ったプリンであれば、随時認定。 

●イベントにも積極的に参加し、他地域での催事に出店し、プロモーショ

ンを実施。公式の HP や Instagram も開設し、認定されたプリンの紹介やイ

ベント出店情報などを発信。 

 

 

エシカルバンブー株式会社（山口県防府市） 

●「竹害」を「竹財」に変える。環境保全・再生のために伐採した不要な

竹に付加価値を付け、未来に有益な竹産業を残す。 

●竹の研究者や竹炭職人と連携して商品開発。地域企業とのコラボ商品開

発等で、竹の全部位を活かすエシカルなものづくりを追及。 

●竹関連事業者の支援及び次世代に繋ぐ竹育や情報発信を行う「竹 LABO」

の総合監修・運営。 

 

  

 地元の旬な農作物が新鮮な

ジェラートへ 

地域の販売会で歌を披露 

各店のこだわりが詰まった

認定プリン 

観光牧場として、休日は

親子連れで賑わう 

放置竹林の伐採の様子 
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合同会社みつぐるま（徳島県海陽町） 

●轟神社及び海部川流域における１次産業振興支援。海部川流域での酒米

作りから酒蔵との連携、細部にまでこだわり抜いたオリジナル御神酒作り

に取り組む。 

●文化庁事業を活用し、地域の魅力を体感するツアーを企画・造成。 

●轟神社公式 HP 製作運営し、海部川流域の自然環境や文化を発信。 

 

 

アスパラ大騒ぎ実行委員会（香川県高松市） 

●地元企業の協力を得て、廃棄対象となるアスパラの軸下部分をパウダー

に加工して料理に使用。アスパラ素麺を企画開発。 

●アスパラをモチーフとした帽子、アクセサリー、皿等を企画販売の他、

アスパラ人形作り、顔抜きパネルの制作、アスパラ×和菓子のワークショ

ップやトークショーを実施。 

●県内の飲食店が個性あふれるアスパラ料理を展開。 

 

 

愛媛県立南宇和高等学校農業クラブ（愛媛県愛南町） 

●柑橘類において教育機関として初めて河内晩柑・甘夏で GGAP 認証を取得

し、東京オリンピック選手村に提供して愛南ゴールド(河内晩柑)を PR。 

●地元水産加工会社により、GGAP 認証の愛南ゴールドと MEL 認証の養殖真

鯛のコラボで「愛南ゴールド真鯛」を開発。 

 

 

特定非営利活動法人日高わのわ会（高知県日高村） 

●「できる人が 出来ることを 出来る時間に」を合言葉に社会的弱者が

地域を支える仕組みを構築。地域の困りごとを解決するコミュニティ産業

の開発と展開。障がい者支援など大小合わせて約 30 事業を展開。 

●小規模多機能型の事業を展開することで、行政サービスでは届ききらな

いニッチな住民ニーズに対応。 

 

高校デザイン科制作オブジェ 

顔抜きパネル 

轟神社秋例大祭 

とまととでの記念撮影 

柑橘類で教育機関初の

GGAP 認証取得 
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① 団体 高松市 NPO法人香川県社会就労センター協議会 農業 農福連携 障がい者の活躍

② 団体 高松市 香川県三郎池土地改良区 教育機関との連携
農村環境・
景観保全

-

③ 団体 高松市
特定非営利活動法人
奥塩江交流ボランティア協会

農村文化体験 棚田保全
多様な分野との

連携

④ 団体 高松市 アスパラ大騒ぎ実行委員会 ６次産業化 地産地消 -

⑤ 団体 丸亀市 塩飽部隊 農村文化体験 女性の活躍 学生・若者の活躍

⑥ 団体 坂出市 坂出第一高等学校　食物科3年 地産地消 食育・教育 学生・若者の活躍

⑦ 団体 観音寺市 大野原地域資源保全会
農村環境・
景観保全

食育・教育 -

⑧ 団体 観音寺市 油井水土里保全組合 農業 環境保全 -

⑨ 団体 観音寺市 五郷里づくりの会 伝統の継承 関係人口の創出
新しいステージへ　ボラン
ティア活動と営利活動の

バランス

⑩ 奨励賞 団体 さぬき市
香川県立石田高等学校
ワンダーフォーゲル同好会

棚田保全 食育・教育 学生・若者の活躍

⑪ 奨励賞 団体 東かがわ市 Gomyo倶楽部 棚田保全 環境保全 学生・若者の活躍

⑫ 奨励賞 団体 東かがわ市 株式会社ソルトレイクひけた 地産地消 伝統の継承 食育・教育

⑬ 奨励賞 団体 三豊市
下高瀬子どもすこやかボランティア・
三豊市立下高瀬小学校

地産地消 教育機関との連携 食育・教育

⑭ 奨励賞 団体 三豊市 香川県立笠田高等学校 農業 荒廃農地対策 学生・若者の活躍

⑮ 団体 土庄町 豊島「食プロジェクト」推進協議会 ６次産業化 棚田保全 荒廃農地対策

⑯ 奨励賞 団体 土庄町 小豆島陽当の里伊喜末 ６次産業化 農村文化体験 鳥獣被害防止

⑰ 団体 土庄町 ＮＰＯ法人オリーヴ生活文化研究所 農業 ６次産業化 地産地消

⑱ 奨励賞 団体 小豆島町 小豆島町漁業振興協議会 水産業 - -

⑲ 団体 小豆島町 小豆島町中山棚田協議会 棚田保全 荒廃農地対策
農村環境・
景観保全

⑳ 団体 小豆島町 チームそら豆 ６次産業化 企業との連携 高齢者の活躍

㉑ 団体 三木町 株式会社山南営農組合 ６次産業化 農泊 ジビエ

㉒ 団体 三木町 丸岡生き活きクラブ 農業
農村環境・
景観保全

-

㉓ 団体 三木町 三つ子石池資源保全組合
農村環境・
景観保全

食育・教育 高齢者の活躍

㉔ 団体 宇多津町 香川短期大学生活文化学科食物栄養専攻 地産地消 食育・教育 学生・若者の活躍

㉕ 奨励賞 団体 綾川町 綾川町さぬきうどん研究会 地産地消 伝統の継承 食育・教育

㉖ 団体 綾川町 香川県立農業経営高等学校 ６次産業化 企業との連携 学生・若者の活躍

㉗ 奨励賞 個人 綾川町 稲木　健造 企業との連携 農泊 教育機関との連携

㉘ 個人 綾川町 金盛　友彦 農村文化体験
農村環境・
景観保全

関係人口の創出

「ディスカバー農山漁村（むら）の宝」（第９回選定）　応募地区（者）　一覧　（香川県）

Ｎｏ. 選定地区 部門 市町村 地区名/氏名 該当する取り組み
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㉙ 団体 琴平町 苗田東環境保全の会 移住・定住 食育・教育
農村環境・
景観保全

㉚ 団体 琴平町 満濃池土地改良区 農業 伝統の継承
多様な分野との

連携

㉛ 団体 多度津町 香川県立多度津高等学校　建築科 林業 伝統の継承 学生・若者の活躍

㉜ 団体 まんのう町 一般社団法人サンフラワーまんのう 農業 ６次産業化 雇用

㉝ 団体 まんのう町 島が峰の原風景を守る会 ６次産業化 棚田保全 荒廃農地対策

㉞ 団体 まんのう町 帆山地域保全活動組織 農業 ６次産業化
農村環境・
景観保全
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高松市
丸亀市

坂出市

善通寺市

観音寺市

さぬき市

東かがわ市

三豊市

土庄町

小豆島町

三木町

直島町

宇多津町

綾川町

琴平町

多度津町

まんのう町

30

34

23

応募地区（者）位置図（香川県）

5

28

16

6

19

22

29

8

21
31

9

15

2

手島（丸亀市）

10

1211

13

27

7

20

25

24

17

18

32

26

14

1 43

33
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NPO法人香川県社会就労センター協議会

農福連携の体系図 採種玉ねぎの収穫作業

経 緯

○農家の高齢化が進み、後継者不足
のために作付面積が減少した。

○障がい者福祉施設では、受託作業
の減少や自主製品の販売不振か
ら収益が減少し、一人あたりの月
平均工賃が1万円台と低迷。

○農福連携によって双方にとってプラ
スになる取組がスタートした。

取組内容

○平成23年から、「共同受注窓口」を設置し、
農作業請負のマッチングを行う。

○障がい者の工賃向上を図るため、作業の
種類や量を見直し、値上げ交渉を実施。

○農作業に参加する障がい者施設を増や
すため、農福連携支援員やジョブコーチ
を委嘱して現場で細かな支援ができるよ
うにした。

活動の効果

○参加施設数、農作業依頼者数ともに増加し、令和３年度は年間延べ約13,700人が
農作業に従事した。

○効率的に作業ができるようにマッチングを工夫することで、農家の希望日までに作
業を完了でき、出来高が増えて工賃が上がっている。

○「ノウフク・アワード2020 審査員特別賞」を受賞。

高松市元山町1193-2 Ｔｅｌ：087-813-1420

応募団体からのアピール・メッセージ

香川県高松市

参加する福祉施設を増やし、継続して農作業に取り組めるように現場で細やかな

支援を行っていきたい。また、将来の担い手となる特別支援学校等の生徒を対象に
農作業の体験学習を実施したい。

～障がい者と農業者の架け橋として～

障がい者の
活躍

農福連携農業

えぬぴーおーほうじん かがわけんしゃかいしゅうろうせんたーきょうぎかい

たかまつ

１

農業者

101農家

香川県

農業生産

流通課

障害者施設

９３会員

ＪＡ・

ＪＡ生産者

部会等

障害者施設

99会員

事業所

香川県

障害福祉課

ＮＰＯ法人香川県

社会就労センター

協議会

同協議会

40会員施設
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香川県三郎池土地改良区

クリーンアップ作戦 出前授業

経 緯

○ゴミの不法投棄や水質の悪化が
問題になっていた。

○堤防エリアを公園整備したことや、
近傍にある日山の登山道を整備
したことで利用者が増え、ゴミ対
策と景観保全が課題となった。

○地域住民、児童、高校生などの協
力を得て、平成22年からクリーン
アップ作戦を展開することにした。

取組内容

○３年に１度池干しの落水にあわせてクリー
ンアップ作戦を実施し、ゴミの除去や外来
生物の駆除を行う。

○平成25年から小学生の校外授業として、
三郎池に住む生物について、淡水魚の専
門家を招いて説明会を実施。

○地元小学校で出前授業を実施。地域外
から遠足で訪れる小学生には、現地でた
め池の役割等を説明している。

活動の効果

○クリーンアップ作戦によりアオコが減少するなど水質改善がみられるようになった。
○コロナ禍では少人数での開催となったが、約１トンのゴミを回収した。
○貯水量170万トンを超える三郎池の多面的機能について地域住民の理解が進み、

緊急時の避難経路等について池の存在を意識した計画が策定できた。
○出前授業等は、参加した児童から「水の大切さが分かった」「池にはたくさんの生き

物がいることに驚いた」などの感想が寄せられ、大切な教育の場となっている。

高松市三谷町2286-3 Ｔｅｌ：087-889-0005

応募団体からのアピール・メッセージ

香川県高松市

バイクなどの悪質な投棄も後を絶たない状況であり、クリーンアップ作戦の活動をさ
らに活発化したい。今後も地域の人々と連携して、ため池の重要性をPRしながら適切
な維持管理に努めたい。

～多面的機能を有するため池との良好な共存～

かがわけんさぶろういけとちかいりょうく

教育機関との
連携

たかまつ 農村環境・
景観保全

２
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特定非営利活動法人 奥塩江交流ボランティア協会

ソバ作り（楽農人事業）

経 緯

○かつては木・炭・農産物の供給
地や交通の要所として賑わって
いたが、過疎化が進んで小・中
学校も次々と廃校になり急速に
地区の活気がなくなってきていた。

○有志20名が中心となり、地区の
活性化を目的として平成18年に
「奥塩江交流ボランティア協会」
を設立した。

取組内容

○特産物として栽培が盛んだった塩江茶の畑
の多くが耕作放棄地となって景観を損ねて
いたことから、「楽しんで農業」をモットーに
「楽農人事業」として茶畑の再生作業を行う。

○地元で採れた食材を使った調理・食事会や、
様々な分野のゲストを招いたイベントを行う
「まんぷく会」を毎月開催。

○山なみ芸術祭に協賛して文化・芸術の視点
からも奥塩江の魅力をアピール。

活動の効果

○少しずつ耕作放棄地を減らすことに貢献している。現在はお茶だけでなく、地元農家
と協力してソバや野菜も栽培して道の駅等で販売している。

○中学校跡の木造講堂と大木が残る「モモの広場」に人々が集いスローライフを楽し
むことが、持続可能な社会の実現を目指すボランティア活動の基盤になっている。

高松市塩江町上西甲77 Ｔｅｌ：080-5665-1614

応募団体からのアピール・メッセージ

香川県高松市

農業経験がなくても楽しみとして農業に関わる「楽農人」の活動が注目されています。
奥塩江の豊かな自然の中で「のんびり、ゆったり、心ゆたかに」活動してみませんか。

～スローライフを楽しみながら持続可能な社会に貢献～

とくていひえいりかつどうほうじん おくしおのえこうりゅうぼらんてぃあきょうかい

多様な分野
との連携

農村文化体験
たかまつ

３ 棚田保全

山なみ芸術祭協賛事業
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アスパラ大騒ぎ実行委員会

小学生が農家を視察して紙芝居作成 クラウドファンディングでリユース食器導入

経 緯 取組内容

活動の効果

○着実に出店者数が増加して地域に根ざしたイベントに成長。「香川のアスパラガス
の消費拡大に貢献している」と言われるまでになった。

○県内飲食店では、３月になるとアスパラ料理を置くことが定番化し、アスパラづくし
コースを提供するフランス料理店など、「アスパラ大騒ぎ」を開催する店舗が出てき
ている。

○来年、廃棄部分の軸下の切干アスパラを使ったアスパラビールを製造・販売予定。

高松市藤塚町１丁目４－７

応募団体からのアピール・メッセージ

香川県高松市

来年は記念すべき10回目！香川県民を励ますイベントとして、手作り感満載の顔の
見える収穫祭を、安全対策に万全を期し続けていきたい。

～香川のアスパラはおいしい！～

あすぱらおおさわぎじっこういいんかい

６次産業化
たかまつ

４ 地産地消

○平成24年に料理人から「香川のホ
ワイトアスパラは東京のシェフにも
認知されている」「アスパラは前菜
からデザートまで使えるポテンシャ
ルがある」「イタリアの地方の村で
は特産物で収穫祭を行い、全国か
ら人を集めている」という話を聞く。

○県産アスパラガスの収穫祭をすれ
ば地元愛が育まれ地域振興を図
れるのではないかと計画を始動。

○地元企業の協力を得て、廃棄対象の軸下部
分をパウダーに加工して料理に使用してもら
う活動を実施。アスパラ素麺を企画開発。

○アスパラをモチーフにした帽子、アクセサ
リー、皿等の企画販売。

○ワークショップ、紙芝居や顔抜きパネル制作、
県独自品種「さぬきのめざめ」の開発者との
トークショーなどを実施。

○香川県内の飲食店が個性あふれるアスパラ
料理を展開。

○アスパラを使った家庭料理アワードを開始。

地元アーティストの
チョークアート

12



塩飽部隊

京大生と香川本鷹栽培農家による現地指導 ドキュメンタリー制作

経 緯

○手島は周囲10キロ、人口わずか
15人で、高齢化率は90％。
平成28年11月に３人の京大農学
部学生と島を訪問。島に生きる人
たちの力強さに感銘を受け、塩飽
諸島を盛り上げるための活動が
必要だという思いを抱く。

○手島を自然循環のモデルアイラ
ンドにしようと、島民、京大生、
NPO「四国夢中人」が一緒になっ
て「塩飽部隊」を設立。

取組内容

○幻の唐辛子「香川本鷹」の生育過程を実地体験。
香川本鷹レシピ集を作成し、香川本鷹カレー試
食会を実施。

○離島で初めて竹林伐採を実施し、伐採した竹の
チップでカブト虫の幼虫を飼育。

○丸亀養護学校から提供された花の苗を休耕田
に植栽し、フェリー乗り場から島の中心部までフ
ラワーロードを形成。

〇急激に人口が減少する島の歴史や暮らしを後
世に残すためにカナダ人YouTuberが手島の暮
らしのドキュメンタリー（３カ国語対応）を制作。

活動の効果

○様々な分野の若者が交流しながら島民の要望に沿った活動をし、YouTubeで国内
外に発信することでメディアにも取り上げられて「手島」の認知度が高まった。

○四季折々の花が島のメイン道路で咲き、島民たちに癒しと賑わいを与えている。

丸亀市７番丁71 Ｔｅｌ：0877-23-7262

応募団体からのアピール・メッセージ

香川県丸亀市

コロナ禍で「自然と人の調和」が改めて見直されています。SDGsの観点から我々に
とって「豊かさ・幸せ」とは何か？島民のドキュメンタリーフィルムを通じて、前向きな
思いを伝えていきます。

まるがめ

～瀬戸内海の島はSDGsの実験場～

しわくぶたい

女性の活躍
農村文化

体験
学生・若者の

活躍
５
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坂出第一高等学校 食物科３年

調理実習 完成メニュー

経 緯 取組内容

○令和４年６月にガイダンスを実施。地場産
物について説明を受けたり、栄養バラン
スやアレルギーへの配慮、目安金額など
を学習後、班ごとに給食メニューを考案。

○７月と８月に調理実習を実施。栄養教諭
の講評を受けてメニューを改良。

○９月に関係者を招いて試食会を実施し、
令和５年１月頃から提案したメニューが学
校給食として提供されることになった。

活動の効果

○高校生たちは学校給食ならではの栄養バランスやアレルギーへの配慮、大量調
理による調理方法、予算の制約などに苦慮しながらも、仲間と協力しながら柔軟
な発想でメニューを熟考し完成させた。試食会では「どれもおいしく、学校給食に
ふさわしい」と太鼓判を押してもらえた。

○メニューの考案は将来にもつながるやりがいのある取組であり、関係者にとっても
想定外の発想で生み出されたメニューはよい刺激となった。

坂出市駒止町二丁目１番３号 Ｔｅｌ： 0877-46-2157

応募団体からのアピール・メッセージ

香川県坂出市

子どもたちが楽しみながら味わえるメニューが完成した。給食を提供する際には地
場産物の魅力や調理方法等をまとめた動画等を活用し、食育の授業も実施したい。

～地場産物を活用した高校生のオリジナル給食メニュー！～

さかいでだいいちこうとうがっこう しょくもつかさんねん

学生・若者の
活躍

地産地消
さかいで

６ 食育・教育

○令和４年９月、坂出市学校給食
センターの共用開始を契機として、
学校給食における地場産物の更
なる利用促進を図ることになった。

○市内の児童・生徒が食を通して
地域への理解を深めることを目
的として、生徒の発想力を活かし
た地産地消の給食メニューを考
案することになった。
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大野原地域資源保全会

親子で協力して草取り清掃 道路沿いのゴミ拾い

経 緯

○地域の国道や県道沿いの水路や
農地に空き缶等の投げ捨てが多く、
その対応に苦慮していた。

○平成26年度より多面的機能支払
交付金を活用して地域の環境保全
活動に取り組む。

取組内容

○地域住民が世代を超えて交流し、連携
して地域を守っていくことを目的とし、
子供会に呼びかけて一緒に活動して
いる。

○子どもたちを中心に親子でのゴミ拾い
やカーブミラー清掃等を実施。

○公共エリアに植栽するなどの景観整備
を行っている。

活動の効果

○子どもたちと一緒に活動することでお互いが顔見知りになり、子どもたちは挨拶が
できるようになった。大人も、子どもに声かけするなどして防犯上の効果が見られ
るようになった。

○地域を良くしようとする意識が高まり、住民同士の関係が良好になってきている。

観音寺市大野原町大野原1368-1 Ｔｅｌ：0875-54-2035

応募団体からのアピール・メッセージ

香川県観音寺市

地域の子どもの数が減っていく中で、清掃活動を通して世代を超えた交流を行い、
住民同士のつながりを強化しながら地域の環境保全や景観整備に取り組んでいき
たい。

かんおんじ

～環境保全活動で地域住民交流・連携を図る～

おおのはらちいきしげんほぜんかい

食育・教育
農村環境・
景観保全

７
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油井水土里保全組合

フジバカマ栽培

経 緯

○ほ場整備をきっかけとして、高
齢化等による遊休農地の解消
と、受け継いできた水資源の
維持管理を図るため「油井水
土里保全組合」が発足。

○ため池を中心とした農村環境
を守るため、一丸となって住み
よい、楽しい、美しい地域づく
りに取り組んでいる。

取組内容

○旧五兵池を公園整備して、桜、藤、梅など
を植栽しビオトープを造成。平成29年よりア
サギマダラを呼び寄せるためにフジバカマ
を栽培。

○広庄池、遊水池の堤防にアジサイなどを植
栽。水資源の環境保全のため、藻の除去
や水路清掃等の保守作業を定期的に実施。

○スポーツ大会や花見、いきいきふれあいサ
ロンなどを通じて三世代交流の活性化を図
る。

活動の効果

○フジバカマの栽培によりアサギマダラの飛来を確認した。
○交流が深まって、自治会、老人会、子供会などの各種団体と連携・協力体制ができ、

地域の環境作りに役立っている。

観音寺市柞田町乙2780-2 Ｔｅｌ：0875-25-2292

応募団体からのアピール・メッセージ

香川県観音寺市

フジバカマの栽培規模拡大に努め、旅するチョウ「アサギマダラ」が飛び交う憩いの場
として多くの人に訪れてもらいたい。

かんおんじ

～各種団体の連携、協力による農村環境づくり～

ゆいみどりほぜんくみあい

環境保全農業８

アサギマダラの飛来
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五郷里づくりの会

初の梅狩り体験

経 緯

○人口減少や高齢化が進む中、
市町合併による地名の消失
や小学校の廃校により地域
コミュニティの存続が危ぶま
れていた。

○平成23年、地域活性化に寄
与するため、活動の母体と
なる「五郷里づくりの会」が
発足。

取組内容

活動の効果

○活動が広まるにつれて地域住民の理解が深まって団結力が一層強まった。
○五郷地区の知名度が上がり、豊稔池などを訪れる人が増えた。
○今年度開始した「百笑人イベント」にはSNSを通じて県外からも参加があった。今後

も関係人口の増加につながるよう充実させていきたい。

観音寺市大野原町井関538-4 Ｔｅｌ：0875-54-3984

応募団体からのアピール・メッセージ

香川県観音寺市

地域の資源「ヒト・モノ・コト」をいかした「人が輝く里山づくり」を目指し、 SDGsに基づ
いた活動をしています。 HP：http://gogou.jp/ FB：五郷里づくりの会

手づくりのピザ石窯・建屋

○地域活性化のシンボルとして「五郷水車」を復活
させ、「水車米」の精米、そば粉作りなどに活用。

○手づくりの石窯でのピザ作り、そば打ち体験等、
地元の自然や農産物を活用した各種イベントの
開催。

○地区の歴史・地理等を説明しつつ散策し、郷土
料理でもてなす７コースの里山歩きツアーを開
催。

○「百笑人イベント」として農作業体験を実施。
○HPやSNS、「里づくり新聞」で情報を発信。

かんおんじ

～GOGO未来へ！文化は山から降りてくる～

ごごうさと かい

新しいステージへ
ボランティア活動と

営利活動のバランス

関係人口の
創出

伝統の継承９
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香川県立石田高等学校 ワンダーフォーゲル同好会

田植え後の除草作業、田打ち
自然観察会の昼食
ナン・カレー・チキン

経 緯 取組内容

○毎月第１・第３日曜日に五名地区にある里
山に出かけ、「Gomyo倶楽部」の大人たち
に教わりながら、棚田の耕作、竹の伐採、
水源の管理等の里山保全活動を行う。

○昼食は自作のピザ釜やタンドールでピザや
ナンを薪火で野外調理。

○春の自然観察会やお田植え祭、秋の稲刈
り体験会など、地域の子どもたちと行う活
動の運営に協力している。

活動の効果

○10年ほど前は、竹が山を浸食して伐採するのに何年もかかるほど荒廃していたが、
今は棚田の米も収量が増して健全な里山に再生しつつある。

○保全活動は重労働ではあるが、学校を飛び出した「山の授業」の楽しさや面白さを味
わっている。

○支えてくれる大人たちと一緒に活動を続けることで、自信を持って自然に向き合うこ
とができるようになった。

さぬき市寒川町石田東甲1065番地 Ｔｅｌ： 0879-43-2530

応募団体からのアピール・メッセージ

香川県さぬき市

山に分け入ると知らないことがいっぱいの世界がある。大人たちから教わる山仕事
も調理もすべてが充実して面白い。地道な活動だが、その魅力を里山から発信したい。

～大人から教わる山仕事、僕らの青春～

かがわけんりついしだこうとうがっこう わんだーふぉーげるどうこうかい

学生・若者の
活躍

棚田保全10 食育・教育

○昆虫や水生生物の研究家である
卒業生が、耕作放棄地だった里
山を一人で守っていた。

○体力の限界を感じて15年ほど前
に母校に助けを求め、後輩たちが
里山に出向くようになった。

○里山の保全活動は重労働である
が、楽しさや面白さは代々受け継
がれ、学校を飛び出した「山の授
業」となっている。

自作のタンドールで調理

奨励賞
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Gomyo倶楽部

ため池の生き物観察会 お田植え祭

経 緯 取組内容

○棚田でのコメ作り（イセヒカリ、古代米等）。
一部を神饌田として「お田植え祭」を実
施。

○ため池や沢などの水源の手入れと上流
の荒れた竹林の整備。

○広場に石窯、タンドール窯、囲炉裏など
を作り、枯れ枝等を使って薪火で調理。

○学生・生徒等と石窯づくりやコメ作り、
ワークショップを通して交流。

活動の効果

○自然観察会や様々なワークショップは、経験の少ない若い人たちを育てる貴重なも
のになっており、参加者は手作りの囲炉裏などで薪火を使った調理も体験できる。

○ため池の水性昆虫や野草の希少種なども毎年確認されている。
○「お田植え祭」は生徒などが早乙女姿で行う本式のもので、多方面から見学者が訪

れ好評を博している。

東かがわ市

応募団体からのアピール・メッセージ

香川県東かがわ市

小さな棚田で稲を育てるという日本人の原点を忘れずに継承していきたい。活動を
続けることで豊かな動植物が育まれるということを今後も皆とともに学んでいく。

～「田んぼビオトープ＆自然学校」～

ごみょうくらぶ

学生・若者の
活躍

棚田保全
ひがし

11 環境保全

○五名地区には絶滅危惧種の水生
昆虫などが生息する昔のままの貴
重なため池があり、石田高校のＯＢ
が環境を維持するため長年一人で
棚田の開墾を続けていた。

○活動をサポートしようと石田高校の
教師が声を掛け合って会が発足。
生物にとって重要な無農薬の田ん
ぼの保全のため、荒れていた周辺
の里山の手入れも始めた。

沢に自生するユキモチソウ

奨励賞
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